
学校番号 211 

令和 ２ 年度 外国語科 

 

教科 外国語 科目 
コミュニケーシ

ョン英語Ⅱ 

単位

数 
４ 年次 ２年次 

使用教科書 Revised LANDMARK English Communication Ⅱ (啓林館) 

副教材等 

・ﾁｬﾝｸで英単語 Advanced  (三省堂) 

・Listening Laboratory Standardβ (数研出版) 

・Revised LANDMARK English Communication Ⅱ 生徒用音声ＣＤ （啓林館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能

の力をつける授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたり

する言語活動を多く行います。授業への積極的な参加、予習復習など日々の学習が強く求められます。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学

習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。自宅学習は音読を中心に、また、授業内では手本の音

声のリズムやアクセントをしっかりと聞いて、相手にきちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DOリストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（４単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

      主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 科目・評価 

①教科書の

既習の内容

についての

やや複雑な

英問に教科

書を見て適

切に答える

ことができ

る。 

②教科書の 

各パートの 

既習の内容 

をキーワー 

ドや絵等を 

元に再話で 

きる。 

③NET に 

積極的に話 

しかけるこ 

コミュ英 

スピーチ 

プレゼン
テーショ
ン 

教科書暗
唱 

 

 

英語表現 

基本例文
暗唱 

 

①教科書の既習 

内容についての 

英問英答を書く 

ことができる。 

②１００語程度 

の既習の内容を 

キーワードや絵 

などを元に自分 

の言葉で再現で 

きる。 

③教科書の各パ 

ートの内容につ 

いて、３０語程 

度で要約でき 

る。 

④自分が関心の 

ある話題につい 

て 2 分程度のス 

ピーチ原稿を書 

コミュ英 

サマリー
ライティ
ング 

スピーチ
原稿 

定期考査 

 

英語表現 

基本例文
小テスト 

定期考査 

 

①１分間で１ 

００語程度の 

速度で読まれ 

た教科書の内 

容をおおよそ 

理解すること 

が出来る。 

②教科書の既 

習の内容につ 

いての英問を 

理解すること 

ができる。 

③NET の話す 

内容を理解で 

きる。 

④１分間で１ 

５０語程度の 

速度で読まれ 

た教科書の内 

容を理解する 

コミュ英 

リスニン
グテスト 

定期考査 

 

①５文型を 

理解して中 

級程度の英 

文を読むこ 

とができ 

る。 

②１分間に 

１００語の 

スピードで 

音読でき 

る。 

③１分間 

に１２０語
のスピード
で黙読でき
る。 

④段落ごと 

のキーセン 

テンスを意 

識しながら 

読むことが 

コミュ英 

小テスト 

音読テス 

ト 

 

定期考査 

 



とができ 

る。 

④教科書の 

各パートの 

内容につい 

て、３０語 

程度で口頭 

で要約でき 

る。 

⑤自分が選 

んだ話題に 

ついて 2～5 

分程度のス 

ピーチ、プ 

レゼンがで 

きる。 

⑥身近な話 

題について 

適切なフレ 

ーズやつな 

ぎ言葉を用 

いて自分の 

意見を主張 

することが 

できる。 

くことができ 

る。 

⑤３～４段落で 

構成される文章 

を書くことがで 

きる。 

⑥修学旅行の思 

い出などを英語 

で書くことが出 

来る。 

 

ことが出来る。 

⑤教科書の内 

容に関するや 

や難しい質問 

を理解するこ 

とができる。 

⑥他の生徒の
2～5 分程度
のスピーチ
を理解する
ことができ
る。 

できる。 

⑤段落の展
開を意識
してまと
まりのあ
る英文を
読むこと
が で き
る。 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実
施
方
法 

コミュニケーション

に関心を持ち、積極

的にペアワークやグ

ループ活動に取り組

み、コミュニケーシ

ョンを図ろうとす

る。 

授業に対する意欲 

グループプレゼンテ

ーションへの積極的

な参加 

情報や考えなどにつ

いて、英語で自分の

意見を述べたり話し

合ったりすることが

できる。 

課題などの提出 

小テスト 

スピーチ、プレゼン

テーションなどのパ

フォーマンステスト 

英語を聞いたり読ん

だりして、情報や考

えなどを的確に理解

したり、概要や要点

を捉えることができ

る。 

小テスト 

定期考査 

予習 

スピーチ、プレゼン

テーションなどのパ

フォーマンステスト 

英語の仕組みや運

用についての知識

を身に着けている

とともに、言語の背

景にある文化など

を理解している。 

課題などの提出 

小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

単元 

（配当時

間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 
単元の評価基

準 
評価方法 

Lesson1 

（7 時間） 

<題材内容> 

 

日本の障がい者スポー

ツ界を牽引する国枝慎

吾選手を取り上げ、国

枝さんの選手生活にお

ける奮闘を扱ってい

る。 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文から必要な

情報を聞き取っ

たり、読み取っ

たりし、自分の

言葉を用いて英

語で要約する。 

・一生懸命取り組

んでいることにつ

いてエッセイを書

き、ペアで発表し

合う。 

 

・教師のｵｰﾗﾙｲﾝﾄﾛ

ﾀﾞｸｼｮﾝを聞き、

学習内容への関

心を高める。 

・ 教師との英問英

答を行い内容を

英語で確認す

る。 

・ 生徒同士のペア

活動で書いたエ

ッセイを発表し

合う。 

・車いすテニスと

いうスポーツに

ついて知ってい.

ることを発言し

ようとしたり，

聞こうとしたり

する。 

・ ペアワークなど

のコミュニケー

ション活動に積

極的に参加しよ

うとする。 

ペアでの活動を観

察する。 

教師との英問英答 

 

 「外国語表現の能力」 

・車いすテニスと

いうスポーツに

ついて知ったこ

とを発言でき

る。 

 

・過去完了進行

形、繰り返しを避

けるための省略の

形を理解する。 

・ ｷｰﾜｰﾄﾞを使って

各ﾊﾟｰﾄの要約文を

書いてみる。 

・要約文をペアで

発表させる。 

・学んだ文法事項

を使って内容を再

話する。 

・過去完了進行形 

を用いて，正し

い文を書くこと

ができる。 

・本文の内容を簡

潔にまとめて話

す／書くことが

できる。 

・ 本文を読んで，

自分の意見を話

す／書くことが

できる。 

定期テスト及び授

業 

プリントの提出。 

英語での要約提

出。 

「外国語理解の能力」 

・ 本文のＣＤ音声

を聞き内容の概略

を理解することが

できる。 

・ペアの相手の発

表を聞いて内容を

理解する。 

・ 教師による内容

説明を聞くとと

もに、ﾊﾟﾗﾌﾚｲｽﾞ

や英問英答によ

り内容を理解す

る。 

・ チャンクごとの

日本語訳練習に

より直読直解を

試みる。 

・CD 音声を聞か

せキーワードの

聞き取り要約を

行う。 

・車いすテニスに

ついてや、国枝選

手の生き方や願望

について読んで理

解できる。 

・音声のみで内容

の概略を理解でき

る。 

 

 

 

定期テスト(リスニ

ング含む) 

授業内の教師との

英問英答 

「言語や文化についての知識・理解」 

過去完了進行形、

繰り返しを避け

るための省略な

どを意識しなが

ら 

読み，用法への理

解を深める。 

 教師による文法事

項説明を聞き用法

の理解、定着を深

める。 

  

 

 

過去完了進行形、

繰り返しを避ける

ための省略などを

の用法を理解して

いる。 

 

定期考査 

授業プリントや章

末問題による。 

 

 

 

Lesson2 

（6時間） 

世界を驚かせた、新幹

線清掃チームテッセイ 

の仕事内容や特徴か

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークに積

極的に取り組む

ことができる。 

・教師のｵｰﾗﾙｲﾝﾄﾛ

ﾀﾞｸｼｮﾝで学習内

容への関心を高

・知っていること

や思っているこ

とを発言しよう

ペアでの活動を観

察 

する。 



ら、仕事に対する情熱

とプライド、日本の清

掃文化について読み解

く内容。 

・日本が世界に誇

れることについ

て自分の考えを

言うことができ

る。 

める。 

・ 教師との英問英

答を行い内容を

英語で確認す

る。 

・生徒同士のペア

活動で英語で質

問をし合う。 

としたり，聞こ

うとしたりす

る。 

・ ペアワークなど

のコミュニケー

ション活動に積

極的に参加しよ

うとする。 

教師との英問英答 

「外国語表現の能力」 

強調のための倒

置、形式目的語の

it の用法を理解

し、キーワードを

使って既習内容を

再現できる。 

・ ｷｰﾜｰﾄﾞを見て既

習内容の再話を

書いてみる。 

・ 音読練習や内容

説明を聞いた後

英語で各ﾊﾟｰﾄの

要約文を書いて

みる。 

・上記の再話や要

約文を暗記して

ペアで発表させ

る。 

・強調のための倒

置、形式目的語

it を用いて，正

しい文を書くこ

とができる。 

b. 本文の内容を簡

潔にまとめて話

す／書くことが

できる。 

c. 本文を読んで，

自分の意見を話

す／書くことが

できる。 

定期テスト及び授

業プリントの提

出。 

英語での要約提

出。 

「外国語理解の能力」 

・教科書本文を読

んで仕事の内容

ついて理解でき

る。 

・ 本文のＣＤ音声

を聞き内容の概

略を理解するこ

とができる。 

・ 教師による内容

説明を聞くととも

に、ﾊﾟﾗﾌﾚｲｽﾞや英

問英答により内容

を理解する。 

・ ﾁｬﾝｸごとの日本

語訳練習により

直読直解を試み

る。 

c. CD 音声を聞か

せキーワードの

聞き取り要約を

行う。 

・新幹線清掃チー

ムテッセイにつ

いて理解でき

る。 

b. 音声のみで内容

の概略を理解で

きる。 

 

定期テスト(リスニ

ング問題含む) 

授業内の教師との

英問英答 

「言語や文化についての知識・理解」 

倒置や、形式目的

語 it の使い方が

理解できる。 

日本の清掃文化に

ついて理解す

る。 

教師による文法事

項説明を聞き用

法の理解、定着

を深める。 

倒置の表現や、形

式目的語 it の用

法を知っている。 

定期考査 

授業プリントや章 

末問題による。 

Lesson3 

(6 時間) 

スイスの国犬であり、

救助犬としても名高い

セントバーナード犬の

歴史を読む。また、人と

セントバーナード犬の

深いつながりを読み取

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・読み取った内容

を再話し、ペア

で発表し合う。 

・・人間と親しい

関係を築く動物

について調べ、

英語で紹介文を

作り、グループ

で発表する。 

・教師のｵｰﾗﾙｲﾝﾄﾛ

ﾀﾞｸｼｮﾝ学習内容

への関心を高め

る。 

・ペアやグループ

活動で英語で発

表し合う 

・救助犬について

知っていること

や思っているこ

とを発言しよう

としたり，聞こ

うとしたりす

る。 

・ペアやグループ

などのコミュニ

ケーション活動

に積極的に参加

しようとする。 

ペア、グループで

の活動を観察す

る。 

 

「外国語表現の能力」 

・受動態の分詞構

文、完了形の分

詞構文を使った

文章を書くこと

ができる。 

・ ｷｰﾜｰﾄﾞを見て既

習内容の再話を

書いてみる。 

・ 音読練習や内容

説明を聞いた後

・受動態の分詞構

文、完了形の分詞

構文を用いて，正

しい文を書くこと

ができる。 

定期テスト及び授

業 

プリントの提出。 

英語での紹介文提

出。 



・人間と親しい関

係を築く動物に

ついて調べ、英

語で紹介文を作

り、発表する。 

英語で各ﾊﾟｰﾄの

要約文を書いて

みる。 

・動物について書

いた文をグルー

プで発表する。 

b. 本文の内容を簡

潔にまとめて話

す／書くことが

できる。 

c. 本文を読んで，

自分の意見を話

す／書くことが

できる。 

「外国語理解の能力」 

・英文を読み救助

犬の歴史と、人々

との関わりについ

て理解する 

・ 本文のＣＤ音声

を聞き内容の概略

を理解することが

できる。 

・教師による内容

説明を聞くとと

もに、ﾊﾟﾗﾌﾚｲｽﾞ

や英問英答によ

り内容を理解す

る。 

・ ﾁｬﾝｸごとの日本

語訳練習により

直読直解を試み

る。 

・CD 音声を聞か

せキーワードの

聞き取り要約を

行う。 

・救助犬の歴史

と、人々との関わ

りついて理解でき

る。 

・ 音声のみで内容

の概略を理解で

きる。 

 

定期テスト(リスニ

ング問題含む) 

授業内の教師との

英問英答 

「言語や文化についての知識・理解」 

・受動態の分詞構

文、完了形の分

詞構文を使った

文章を書くこと

ができる。 

 

教師による文法事

項説明を聞き用

法の理解、定着

を深める。 

・受動態の分詞構

文、完了形の分詞

構文の用法を知っ

ている。 

定期考査 

授業プリントや章

末問題による。 

 

Lesson4 

(7 時間) 

20 世紀初頭に女性ファ

ッションに新風を巻き

起こしたガブリエル・

ココ・シャネルについ

て読む。現代では当た

り前にあるファッショ

ンがシャネルにより生

み出されたものという

事実に興味をもつ内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ 教科書の内容
についてペア
で質問のやり
取りができ
る。 

・相手の目を見
て話しをする
ことができ
る。 

・教師のｵｰﾗﾙｲﾝﾄﾛ

ﾀﾞｸｼｮﾝ学習内容

への関心を高め

る。 

・ 教師との英問英

答を行い内容を

英語で確認す

る。 

・生徒同士のペア

活動で英語で質

問をし合う 

・革新者シャネ
ルについて，
知っているこ
とや思ってい
ることを発言
しようとした
り，聞こうと
したりする。 

・ペアワークな
どのコミュニ
ケーション活
動に積極的に
参加しようと
する。 

ペアでの活動を観

察する。 

教師との英問英答 

「外国語表現の能力」 

・S+V+分詞、

S+V+O+分詞、

付帯状況の with

を使った英文を

書くことができ

る。 

・シャネルがシン

プルで快適な服

を作った経緯を

英語で簡潔に説

明する。 

・ ｷｰﾜｰﾄﾞを見て既

習内容の再話を

書いてみる。 

・ 音読練習や内容

説明を聞いた後

英語で各ﾊﾟｰﾄの

要約文を書いて

みる。 

・上記の再話や要

約文を暗記して

ペアで発表させ

る。 

・ S+V+分詞、

S+V+O+分詞、付

帯状況の with を用

いて，正しい文を

書くことができ

る。 

・ 本文の内容を簡

潔にまとめて話す

／書くことができ

る。 

定期テスト及び授

業プリントの提

出。 

 

「外国語理解の能力」 

・英文を読んで
シャネルが快適
な服を考案した

・ 教師による内
容説明を聞くと
ともに、ﾊﾟﾗﾌﾚｲ

・シャネルが快
適な服を考案し
た時代背景や、

定期テスト(リスニ

ング問題含む) 

授業内の教師との



時代背景や、革
新者であり続け
た原動力を理解
する。 

・ 本文のＣＤ音
声を聞き内容の
概略を理解する
ことができる。 

ｽﾞや英問英答に
より内容を理解
する。 

・ ﾁｬﾝｸごとの日
本語訳練習によ
り直読直解を試
みる。 

・ CD 音声を聞
かせキーワード
の聞き取り要約
を行う。 

革新者であり続
けた原動力を理
解できる。 

 

 

英問英答 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S+V+分詞、

S+V+O+分詞、

付帯状況の with

を使った英文を

を理解でき
る。 

・シャネルがファ

ッション界の革

新者となった時

代背景を理解す

る。 

・教師による文法

事項説明を聞き

用法の理解、定

着を深める。 

・ S+V+分詞、

S+V+O+分詞、付

帯状況の with の用

法を知っている。 

・シャネルがファ

ッション界の革

新者となった時

代背景を理解で

きる。 

定期考査 

授業プリントや章

末問題による。 

 

Lesson5 

(6 時間) 

「なぜ人は恋をするの

か」というテーマにつ

いて、精神医学、遺伝

学、生物学の 3 つの分

野からの説明を読む。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・ 教科書の内容

についてペアで

質問のやり取り

ができる。 

・相手の目を見て

話しをすること

ができる。 

・自分が興味を持

った学説とその

理由について意

見交換する。 

・教師のｵｰﾗﾙｲﾝﾄﾛ

ﾀﾞｸｼｮﾝ学習内容

への関心を高め

る。 

・生徒同士のペア

活動で意見を交

換し合う 

・恋に落ちる原因

ついて，知って

いることを発言

しようとした

り，聞こうとし

たりする。 

・ ペアワークなど

のコミュニケー

ション活動に積

極的に参加しよ

うとする。 

ペアでの活動を観

察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・同格の that、疑

問詞＋do you 

think(+S)+V を

用いた英文を書

くことができ

る。 

・自分が興味を持

った学説とその

理由を英語で書

いてみる。 

・ｷｰﾜｰﾄﾞを見て既

習内容の再話を

書いてみる。 

・音読練習や内容

説明を聞いた後

英語で各ﾊﾟｰﾄの

要約文を書いて

みる。 

・興味を持った学

説について書い

たものを発表さ

せる。 

・同格の that、疑

問詞＋do you 

think(+S)+V を

用いて，正しい

文を書くことが

できる。 

・自分が興味を持

った内容を簡潔

にまとめて話す

／書くことがで

きる。 

定期テスト及び授

業プリントの提

出。 

英語での要約提

出。 

「外国語理解の能力」 

・英文を読み、な

ぜ人は恋をするの

かについての発表

の概略を理解す

る。 

・ 本文のＣＤ音声

を聞き内容の概略

を理解する。 

・教師による内容

説明を聞くとと

もに、ﾊﾟﾗﾌﾚｲｽﾞ

や英問英答によ

り内容を理解す

る。 

・ ﾁｬﾝｸごとの日本

語訳練習により直

読直解を試みる。 

・CD 音声を聞か

せキーワードの聞

き取り要約を行

う。 

・本文で述べられ

た３つの学説につ

いて理解できる。 

 

定期テスト(リスニ

ング問題含む) 

授業内の教師との

英問英答 



「言語や文化についての知識・理解」 

・同格の that、疑

問詞＋do you 

think(+S)+V の

用法を理解す

る。 

・教師による文法

事項説明を聞き

用法の理解、定

着を深める。 

・章末問題での演

習。 

・同格の that、疑

問詞＋do you 

think(+S)+V の

用法を理解でき

る。 

定期考査 

授業プリントや章

末問題による。 

 

 

 

Lesson6 

(6 時間) 

スペイン出身の建築家

であるアントニオ・ガ

ウディーと、ガウディ

ーの遺作であり、今な

お建築が続いているサ

グラダ・ファミリアの

主任彫刻家である外尾

悦郎について書かれた

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文に関する

pre-reading 

question に対して

ペアと答えを考え

て本文の内容を推

測する。 

・本文の音声 CD

を聞き、内容の概

略を捉える。 

・本文を読み返

し、聞き取った情

報が正しいかペア

で確認する。 

 

・ 生徒同士のペア

活動で英語で質

問をし合う 

・ガウディについ

て知っていること

や思っていること

を発言しようとし

たり，聞こうとし

たりする。 

・ペアワークなど

のコミュニケー

ション活動に積

極的に参加しよ

うとする。 

ペアでの活動を観

察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・関係副詞、if を

用いない仮定法

を使って英文を

書く。 

・ 教科書の内容に

ついて質問文を書

く。 

・ｷｰﾜｰﾄﾞを見て既

習内容の再話を

書いてみる。 

・ 音読練習や内容

説明を聞いた後英

語で各ﾊﾟｰﾄの要約

文を書いてみる。 

・上記の再話や要

約文を暗記して

ペアで発表させ

る。 

・関係副詞、if を

用いない仮定法

を使って，正し

い文を書くこと

ができる。 

・ 本文の内容を簡

潔にまとめて話

す／書くことが

できる。 

定期テスト及び授

業プリントの提

出。 

英語での要約提

出。 

「外国語理解の能力」 

・英文を読んでガ

ウディとサグラ

ダファミリアの

歴史を理解す

る。 

・外尾が専任彫刻

家になるまでの

経緯を理解す

る。 

・ 本文のＣＤ音声

を聞き内容の概

略を理解する。 

・ ﾁｬﾝｸごとの日本

語訳練習により

直読直解を試み

る。 

・CD 音声を聞か

せキーワードの

聞き取り要約を

行う。 

・英文を読んでガ

ウディとサグラ

ダファミリアの

歴史を理解でき

る。 

・外尾が専任彫刻

家になるまでの

経緯を理解でき

る。 

 

定期テスト(リスニ

ング問題含む) 

要約の提出。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係副詞、if を

用いない仮定法

の用法を理解す

る。 

教師による文法事

項説明を聞き用

法の理解、定着

を深める。 

章末問題での演習 

・関係副詞、if を

用いない仮定法  

の用法を知って

いる。 

 

定期考査 

授業プリントや章

末問題による。 

 

Lesson7 

(6 時間) 

第二次世界大戦におけ

る最激戦の１つである

「硫黄島での戦い」の

意義や経過に加え、兵

士たちが戦地から家族

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・相手の目を見て

話しをすること

ができる。 

・ 教科書の内容に

ついてペアで質

問のやり取りが

できる。 

・教師のｵｰﾗﾙｲﾝﾄﾛ

ﾀﾞｸｼｮﾝ学習内容

への関心を高め

る。 

・ 教師との英問英

答を行い内容を英

語で確認する。 

・「硫黄島での戦

い」について，

知っていること

や思っているこ

とを発言しよう

としたり，聞こ

うとしたりす

ペアでの活動を観

察する。 

教師との英問英答 



へ宛てて書いた手紙を

読みとく内容。 

 

 

 

・生徒同士のペア

活動で英語で質

問をし合う 

る。 

・ ペアワークなど

のコミュニケー

ション活動に積

極的に参加しよ

うとする。 

「外国語表現の能力」 

・譲歩を表す複合

関係詞、動名詞の

意味上の主語を用

いて英文を書くこ

とができる。 

・兵士、または兵

士の家族になりき

り英語で手紙を書

く。 

・ｷｰﾜｰﾄﾞを見て既

習内容の再話を

書いてみる。 

・当時の兵士、ま

たは兵士の家族

になりきり英文

で５０～１００

語程度の手紙を

書き、発表す

る。 

・譲歩を表す複合

関係詞、動名詞

の意味上の主語

を用いて，正し

い文を書くこと

ができる。 

・当時の兵士、ま

たは兵士の家族の

心情を踏まえて、

５０～１００語程

度の手紙が書け

る。 

定期テスト及び授

業プリントの提

出。 

英語での手紙の提

出。 

 

「外国語理解の能力」 

・硫黄島の戦い

や、作戦について

理解する。 

・硫黄島から兵士

が家族にあてた手

紙について理解す

る。 

・ 本文のＣＤ音声

を聞き内容の概略

を理解することが

できる。 

・教師による内容

説明を聞くとと

もに、ﾊﾟﾗﾌﾚｲｽﾞ

や英問英答によ

り内容を理解す

る。 

・ﾁｬﾝｸごとの日本

語訳練習により

直読直解を試み

る。 

・ CD 音声を聞か

せキーワードの聞

き取り要約を行

う。 

・硫黄島の戦い

や、作戦について

理解できる。 

・硫黄島から兵士

が家族にあてた手

紙について理解で

きる。 

 

定期テスト(リスニ

ング問題含む) 

授業内の教師との

英問英答 

「言語や文化についての知識・理解」 

・譲歩を表す複合

関係詞、動名詞の

意味上の主語を用

いて英文を書くこ

とができる。 

・本文から当時の

兵士や家族たち

の心境を読み解

く。 

・教師による文法

事項説明を聞き

用法の理 

解、定着を深め

る。 

・章末問題での演

習 

 

・譲歩を表す複合

関係詞、動名詞の

意味上の主語を用

いて英文を書くこ

とができる。 

・当時の兵士や家

族たちの心境を

理解できる。 

定期考査 

授業プリントや章

末問題による。 

 

Lesson8 

（6時間） 

現在、「持続可能な社

会」の実現が求められ

ている。そんな中、江戸

時代にはすでに「持続

可能な社会」が実現さ

れていたという事実に

ついて読み解いてい

く。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・相手の目を見て

話しをすることが

できる。 

・教科書の内容に

ついてペアで質問

のやり取りができ

る。 

・江戸時代の循環

型社会と現代と

の違いや共通点

についてペアで

意見交換する。 

・教師のｵｰﾗﾙｲﾝﾄﾛ

ﾀﾞｸｼｮﾝ学習内容

への関心を高め

る。 

・生徒同士のペア

活動で英語で質

問をし合う 

・江戸時代の循環

型社会と現代と

の違いや共通点

について意見を

まとめ、ペアで

意見交換する。 

江戸時代の循環型

社会について知

っていることや

思っていること

を発言しようと

したり，聞こう

としたりする。 

 ペアワークなどの

コミュニケーシ

ョン活動に積極

的に参加しよう

とする。 

ペアでの活動を観

察する。 

 

「外国語表現の能力」 

関係代名詞の非制

限用法、独立分詞

構文 を用いて英文

ｷｰﾜｰﾄﾞを見て既習

内容の再話を書

いてみる。 

・関係代名詞の非

制限用法、独立

分詞構文 を用い

定期テスト及び授

業プリントの提

出。 



を書く。 

・江戸時代の循環

型社会と現代との

違いや共通点につ

いて英語で意見を

まとめる。 

音読練習や内容説

明を聞いた後英

語で各ﾊﾟｰﾄの要

約文を書いてみ

る。 

江戸時代の循環型

社会と現代との

違いや共通点に

ついて自分の考

えを１分程度の

英文でまとめ

る。 

て正しい英文を

書くことができ

る。 

・本文の内容を踏

まえて、自分の

意見を１分程度

の英文でまとめ

る。 

まとめた英文を提

出。 

「外国語理解の能力」 

・英文を読み江戸

時代の循環型社会

について理解す

る。 

・ 本文のＣＤ音声

を聞き内容の概略

を理解する。 

・教師による内容

説明を聞くとと

もに、ﾊﾟﾗﾌﾚｲｽﾞ

や英問英答によ

り内容を理解す

る。 

・ ﾁｬﾝｸごとの日本

語訳練習により

直読直解を試み

る。 

・ CD 音声を聞か

せキーワードの

聞き取り要約を

行う。 

・江戸時代の循環

型社会ついて理

解できている。 

 

定期テスト(リスニ

ング問題含む) 

授業内の教師との

英問英答 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の非

制限用法、独立

分詞構文の用法

を習得する。 

・江戸時代の循環

型社会について

を理解する。 

教師による文法事

項説明を聞き用

法の理解、定着

を深める。 

 章末問題での演習 

 

・関係代名詞の非

制限用法、独立

分詞構文の用法

を知っている。 

・江戸時代の循環

型社会について

を理解できる。 

定期考査 

授業プリントや章

末問題による。 

 

Lesson9 

（6時間） 

人工知能「AI」の進化に

ついての文章を読む。

「AI」の発達によって

どのような利点、問題

点があるのか生徒に考

えさせる内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・相手の目を見て

話しをすること

ができる。 

・ 教科書の内容に

ついてペアで質

問のやり取りが

できる。 

・AI の賛否につい

て意見交換す

る。 

教師のｵｰﾗﾙｲﾝﾄﾛﾀﾞｸ

ｼｮﾝ学習内容への

関心を高める。 

 教師との英問英答

を行い内容を英

語で確認する。 

生徒同士のペア活

動で英語で質問

をし合う 

 トピックに関する

自分の意見をま

とめる。 

AI について，知っ

ていることや思

っていることを

発言しようとし

たり，聞こうと

したりする。 

AI の発展に伴う脅

威と人間との共

存について考

え、発言しよう

とする。 

 ペアワークなどの

コミュニケーシ

ョン活動に積極

的に参加しよう

とする。 

ペアでの活動を観

察する。 

教師との英問英答 

 

「外国語表現の能力」 

・as if 仮定法、助

動詞+ have+過去

分詞の用法を習

得する。 

・AI の発達による

利点、問題点に

ついて考え、３

分ほどの英文に

まとめる。 

ｷｰﾜｰﾄﾞを見て既習

内容の再話を口

頭で行う。 

 音読練習や内容説

明を聞いた後英語

で各ﾊﾟｰﾄの要約文

を書いてみる。 

トピックに関する

自分の考えを３

・as if 仮定法、助

動詞+ have+過

去分詞を用い

て，正しい文を

書くことができ

る。 

・ 本文の内容を簡

潔にまとめて話す

／書くことができ

定期テスト及び授

業プリントの提

出。 

スピーチ原稿提出 

スピーチ発表 



  分程度の英文で

まとめる。 

る。 

・ 本文を読んで，

自分の意見を話

す／書くことが

できる。 

「外国理解の能力」 

・英文を読み、AI

とは何か、AI が切

り拓く未来はどう

なるかについて学

ぶ。 

・本文のＣＤ音声

を聞き内容の概略

を理解する。 

教師による内容説

明を聞くととも

に、ﾊﾟﾗﾌﾚｲｽﾞや

英問英答により

内容を理解す

る。 

 ﾁｬﾝｸごとの日本語

訳練習により直読

直解を試みる。 

 CD 音声を聞かせ

キーワードの聞

き取り要約を行

う。 

・AI とは何か、AI

が切り拓く未来

はどうなるかに

ついて理解でき

ている。 

・本文のＣＤ音声

を聞き内容の概

略を理解するこ

とができる。 

定期テスト(リスニ

ング問題含む) 

授業内の教師との

英問英答 

「言語や文化についての知識・理解」 

・as if 仮定法、助

動詞+ have+過去

分詞の用法を習

得する。 

・AI についての知

識を得る。 

 

教師による文法事

項説明を聞き用法

の理解、定着を深

める。 

 章末問題での演習 

・as if 仮定法、助

動詞+ have+過

去分詞の用法を

知っている。 

  

・AI に関する知識

がある。 

定期考査 

授業プリントや章

末問題による。 

 

 

 

 

 

 

Lesson10 

(6時間) 

「幸せの国」と称され

るアジアの小国ブータ

ンを紹介する文章を読

む。「幸せとは何か」に

ついて生徒が考えさせ

られる内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・相手の目を見て

話しをすることが

できる。 

・ 教科書の内容に

ついてペアで質問

のやり取りができ

る。 

・グループディス

カッションがで

きる。 

・教師のｵｰﾗﾙｲﾝﾄﾛ

ﾀﾞｸｼｮﾝ学習内容

への関心を高め

る。 

・教師との英問英

答を行い内容を

英語で確認す

る。 

・ 生徒同士のペア

活動で英語で質

問をし合う 

・幸せとは何かに

関して４人グル

ープで話し合

う。 

・ブータンについ

て，知っている

ことや思ってい

ることを発言し

ようとしたり，

聞こうとしたり

する。 

・ グループディス

カッションにお

いて積極的に参

加しようとす

る。 

ペアでの活動を観

察する。 

教師との英問英答 

グループディスカ

ッションでの取

り組み方を観察 

「外国語表現の能力」 

・強調構文、副詞

節中の S+be の省

略の用法を習得す

る。 

・国民総幸福量を

上げる方策につ

いての考え方を

自分の言葉で表

し、自分の意見

を他人に伝え

る。 

・ｷｰﾜｰﾄﾞを見て既

習内容の再話を

口頭で行う。 

・ 音読練習や内容

説明を聞いた後英

語で各ﾊﾟｰﾄの要約

文を書いてみる。 

・ トピックに関す

る自分の考えを

英文でまとめ

る。 

・強調構文、副詞

節中の S+be の省

略を用いて，正

しい文を書くこ

とができる。 

・本文の内容を簡

潔にまとめて話

す／書くことが

できる。 

・本文を読んで，

自分の意見を話

す／書くことが

できる。 

定期テスト及び授

業プリントの提

出。 

本課に関する自分

の考えをまとめ

たエッセーの提

出 

「外国語理解の能力」 

・ブータン人の幸

福観について理

・教師による内容

説明を聞くとと

ブータン人の幸福

観について理解

定期テスト(リスニ

ング問題含む) 



解する。 

・ 本文のＣＤ音声

を聞き内容の概

略を理解するこ

とができる。 

もに、ﾊﾟﾗﾌﾚｲｽﾞ

や英問英答によ

り内容を理解す

る。 

・ﾁｬﾝｸごとの日本

語訳練習により

直読直解を試み

る。 

・CD 音声を聞か

せキーワードの

聞き取り要約を

行う。 

できている。 

 

授業内の教師との

英問英答 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・強調構文、副詞

節中の S+be の省

略の用法を習得す

る。 

・ブータン人の幸

福観を理解す

る。 

教師による文法事

項説明を聞き用

法の理解、定着

を深める。 

 章末問題での演習 

・強調構文、副詞

節中の S+be の省

略の用法を知って

いる。 

・ブータンの国民

総幸福量に関す

る知識がある。 

定期考査 

授業プリントや章

末問題による。 

 

 

 

 

 

 

 


